
 

 

 世の中には、自分と違った色々な人たちであふれていますね。 

 人種、宗教、ジェンダー、政治、信条など…。 

 多種多様な人たちがいる中で、相手を尊重し、一人ひとりが、かけがえのない存在であることを

理解して受け入れていくことは、多様性の時代を生きていくためには大切なことかもしれません。 

 この本では、著者の息子である優等生の「ぼく」が通う中学校で、日々起こる出来事を通して、

母ちゃんと共に考え悩み乗り越えていく内容となっています。自分の身近にも起こりうる様々な 

課題を考えるきっかけになれる一冊です。 
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『ぼくはイエローで、ホワイトで、ちょっとブルー』の中でも紹介！ 

ペンギンのオス同士のカップルのお話で、LGBTがテーマの実話の物語です。 
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